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ラ
ン
ト
財
政
に
お
け
る
財
政
均
衡
・
起
債
制
限
の
憲
法
規
律

上　
　

代　
　

庸　
　

平

一　

は
じ
め
に

二　

ラ
ン
ト
財
政
に
対
す
る
財
政
規
律
・
起
債
制
限

三　

ラ
ン
ト
財
政
の
起
債
制
限
に
関
す
る
憲
法
判
断

四　

結
び
に
代
え
て
―
―
そ
の
後
の
基
本
法
改
正

一　

は
じ
め
に

　

ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
二
〇
〇
九
年
の
連
邦
制
改
革
以
来
の
厳
格
な
緊
縮
財
政
が
、
二
〇
二
五
年
三
月
二
二
日
の
ド
イ
ツ
基
本
法
改

正
（
（
（

に
よ
っ
て
路
線
転
換
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
基
本
法
改
正
に
つ
い

て
は
、
防
衛
費
・
安
全
保
障
費
の
起
債
ブ
レ
ー
キ
か
ら
の
除
外
や
、
連
邦
特
別
財
産
の
設
立
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
投
資
の
増
進
な
ど
の

ド
イ
ツ
財
政
の
対
外
的
効
果
が
注
目
を
集
め
た
が
、
国
内
的
効
果
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
ラ
ン
ト
財
政
に
対
す
る
財
政
規
律

要
求
の
緩
和
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
基
本
法
一
〇
九
条
三
項
が
規
定
す
る
起
債
ブ
レ
ー
キ
に
つ
い
て
、
従
来
は
連
邦
財
政
に
限
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っ
て
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
〇
・
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
枠
内
で
、
議
会
の
特
段
の
議
決
な
く
し
て
起
債
が
可
能
で
あ
る
枠
が
設
け
ら
れ
て
い

た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
ラ
ン
ト
財
政
に
も
認
め
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
来
的
に
は
、
連
邦
財
政
と
ラ
ン
ト
財
政
は
相
互
に
独
立
し

て
運
営
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
財
政
憲
法（

（
（

の
上
で
は
、
連
邦
財
政
と
ラ
ン
ト
財
政
は
相
互
関
連
性
及
び
相
互
影
響
可
能
性

を
強
く
も
つ
関
係
に
あ
る
こ
と
や
、
委
託
行
政
の
場
合
の
費
用
負
担
に
関
す
る
規
律
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
法
の
規
定
が

ラ
ン
ト
財
政
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
欧
州
財
政
危
機
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
財
政
出
動
圧
力
に
晒
さ
れ
て
き
た
ラ
ン
ト

に
と
っ
て
は
、
こ
の
財
政
規
律
の
緩
和
は
悲
願
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
基
本
法
の
財
政
規
律
及
び
起
債
制
限
条
項
の
対
象
で
あ
り
な
が
ら
、
連
邦
財
政
の
健
全
化
・
黒
字
化（

（
（

に
隠

れ
て
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
ラ
ン
ト
財
政
に
焦
点
を
当
て
、
基
本
法
の
財
政
規
律
・
起
債
制
限
条
項
の
下
で
の
ラ
ン
ト
財

政
に
対
す
る
憲
法
的
規
律
の
あ
り
方
を
分
析
す
る
。

二　

ラ
ン
ト
財
政
に
対
す
る
財
政
規
律
・
起
債
制
限

（
一
）　

ラ
ン
ト
財
政
に
対
す
る
基
本
法
上
の
財
政
規
律
条
項
の
規
範
力

　

連
邦
国
家
原
則
の
上
で
は
、
連
邦
と
ラ
ン
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
統
治
主
体
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
邦
憲
法
た
る
基
本
法
に

よ
っ
て
配
分
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
基
づ
き
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
で
、
統
治
体
制
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
財
政
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
り
、
基
本
法
一
〇
九
条
一
項
は
「
連
邦
及
び
ラ
ン
ト
は
、
そ
の
財
政
運
営
に
お
い
て
、
独
立
で
あ
っ
て
、
相
互
に
依
存

す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
二
〇
二
五
年
改
正
前
の
基
本
法
一
〇
九
条
三
項
六
文
は
「
ラ
ン
ト
の
予
算

に
つ
い
て
の
詳
細
の
形
態
は
、
信
用
に
基
づ
く
収
入
が
一
切
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
限
り
第
一
文
の
原
則
〔
＝
収
支
均
衡
〕
が
妥
当

す
る
と
の
条
件
付
き
で
、
ラ
ン
ト
が
そ
の
憲
法
上
の
権
限
の
枠
内
で
規
律
す
る
」
も
の
と
し
、
新
規
純
起
債
に
よ
る
収
入
が
ゼ
ロ
で
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あ
る
と
い
う
条
件
を
付
し
た
上
で
、
財
政
均
衡
の
あ
り
方
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
ラ
ン
ト
の
財
政
運
営
の
自
主
性
を
認
め
て
い
た（

（
（

。

　

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
基
本
法
の
規
律
の
方
法
で
は
、
ラ
ン
ト
の
財
政
運
営
上
の
判
断
余
地
は
財
政
均
衡
の
実
現
の
方
法
や
手
段

の
段
階
に
限
ら
れ
て
し
ま
い
、
基
本
法
が
定
め
る
起
債
制
限
の
逸
脱
ル
ー
ル
と
し
て
基
本
法
一
〇
九
条
三
項
二
文
が
規
定
す
る
「
通

常
の
状
況
か
ら
逸
脱
し
た
景
気
の
推
移
の
影
響
を
好
況
及
び
不
況
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
均
し
く
考
盧
に
入
れ
る
た
め
の
規
律
」
及

び
「
国
の
統
制
能
力
を
超
え
、
か
つ
、
国
の
財
政
状
況
を
著
し
く
損
な
う
自
然
災
害
又
は
異
常
な
緊
急
状
態
の
場
合
の
た
め
の
例
外

規
律
」
に
該
当
す
る
と
認
定
さ
れ
た
場
合
を
除
い
て
は
、
起
債
に
よ
る
収
入
が
一
切
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る（

（
（

。
そ
の
た
め
、
こ

の
基
本
法
上
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
ラ
ン
ト
財
政
の
自
主
性
を
過
度
に
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
つ
き
ま
と
っ
て
い

た
（
（
（

。
（
二
）　

財
政
規
律
・
起
債
制
限
に
関
す
る
連
邦
と
ラ
ン
ト
と
の
法
関
係

　

基
本
法
の
財
政
憲
法
条
項
の
構
成
部
分
と
し
て
の
財
政
規
律
・
起
債
制
限
条
項
は
、
連
邦
の
憲
法
規
定
で
あ
り
な
が
ら
ラ
ン
ト
財

政
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
基
本
法
上
の
起
債
ブ
レ
ー
キ
は
、
ラ
ン
ト
憲
法
上
も
ラ
ン
ト
財
政
に
お
け

る
起
債
に
と
っ
て
の
直
接
的
な
要
件
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
こ
の
要
件
を
ど
の
よ
う
に
ラ
ン
ト
法
に
お
い
て
構
成

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
ラ
ン
ト
に
裁
量
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
基
本
法
が
ラ
ン
ト
に
保
障
す
る
予
算
自
治
と
両
立
す
る
も

の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
連
邦
と
ラ
ン
ト
の
財
政
は
財
政
憲
法
の
上
で
は
別
個
独
立
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
上
は

連
邦
の
財
政
憲
法
が
ラ
ン
ト
の
財
政
運
営
に
係
る
憲
法
秩
序
に
影
響
を
与
え
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
〇
九
条
三
項
を

中
心
と
す
る
財
政
憲
法
上
の
財
政
規
律
・
起
債
制
限
条
項
は
、
ラ
ン
ト
に
と
っ
て
の
介
入
規
範
（D

urchgriffsnorm

）
で
あ
る
と
位

置
づ
け
ら
れ
る（

（
（

。
こ
の
介
入
規
範
と
は
、
連
邦
国
家
原
理
に
基
づ
き
、
ラ
ン
ト
と
そ
の
憲
法
秩
序
を
直
接
的
か
つ
無
条
件
に
拘
束
す

る
機
能
を
有
す
る
基
本
法
の
規
範
を
言
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
性
格
に
基
づ
き
、
一
〇
九
条
三
項
は
ラ
ン
ト
財
政
に
対
す
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る
直
接
的
な
効
力
を
有
す
る
規
範
と
し
て
連
邦
と
ラ
ン
ト
の
両
方
を
明
文
で
名
宛
人
と
し
、
か
つ
、
双
方
に
異
な
る
起
債
の
条
件
を

課
し
て
い
る（

（
（

。

　

一
方
で
、
基
本
法
一
〇
九
条
三
項
は
、
そ
れ
自
体
で
ラ
ン
ト
法
の
構
成
部
分
と
し
て
の
機
能
と
性
格
を
有
す
る
構
成
部
分
規
範

（Bestandteilsnorm

）
と
し
て
の
性
格
ま
で
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
と
理
解
さ
れ
る（

（1
（

。
同
条
が
ラ
ン
ト
の
財
政
権
限
に
介
入
す
る
の

は
、
財
政
規
律
の
確
保
を
義
務
付
け
、
こ
の
「
財
政
規
律
」
と
は
新
規
純
起
債
が
ゼ
ロ
で
あ
る
と
い
う
要
件
を
満
た
す
状
態
で
あ
る

と
定
義
づ
け
る
部
分
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
財
政
運
営
の
方
法
や
健
全
化
の
過
程
に
関
す
る
規
律
、
そ
し
て
基
本
法
が
規
定
す

る
起
債
制
限
の
例
外
則
の
具
体
化
に
つ
い
て
は
、
ラ
ン
ト
の
憲
法
改
正
立
法
者
な
い
し
立
法
者
に
、
ど
の
よ
う
な
形
式
で
ラ
ン
ト
法

に
財
政
憲
法
を
受
容
す
る
か
の
規
律
裁
量
及
び
形
成
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
財
政
憲
法
上
の
財
政
規
律
・
起
債
制
限
を

ラ
ン
ト
法
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
は
区
々
と
な
っ
て
お
り
、
ラ
ン
ト
憲
法
の
改
正
に
よ
り
基
本
法
に
準
ず
る
規
定
を
設
け
る

方
法
と
、
ラ
ン
ト
憲
法
の
改
正
に
よ
ら
ず
、
財
政
法
（
Ｌ
Ｈ
Ｏ
）
や
実
施
法
（A

usführungsgesetz

）
に
法
律
レ
ベ
ル
で
必
要
な
規

定
を
設
け
て
対
応
す
る
方
法
に
大
別
さ
れ
る（

（1
（

。
現
在
、
連
邦
を
構
成
す
る
一
六
ラ
ン
ト
の
う
ち
一
二
の
ラ
ン
ト
は
前
者
の
方
法
を
と

り
、
残
る
四
ラ
ン
ト
が
後
者
の
方
法
を
と
る
。
な
お
、
後
者
の
四
ラ
ン
ト
の
憲
法
に
は
、
基
本
法
旧
一
一
五
条
と
同
様
の
緩
や
か
な

起
債
制
限
条
項（

（1
（

が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

前
者
の
方
法
を
と
る
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
憲
法
の
条
項
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
憲
法
六
一
条

　
（
一
）　

歳
入
と
歳
出
は
、
原
則
と
し
て
、
信
用
に
よ
る
収
入
に
よ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
均
衡
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

　
（
二
）　

通
常
の
状
況
か
ら
逸
脱
し
た
景
気
の
推
移
が
あ
る
と
き
は
、
好
況
及
び
不
況
に
お
け
る
財
政
へ
の
影
響
は
、
対
称
的
に
考
慮
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
三
）　

国
の
統
制
能
力
を
超
え
、
か
つ
、
国
の
財
政
状
況
を
著
し
く
損
な
う
自
然
災
害
又
は
異
常
な
緊
急
状
態
の
場
合
に
は
、
ラ
ン
ト
議

会
の
議
員
総
数
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
に
よ
る
決
議
に
基
づ
き
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第

一
項
の
規
定
か
ら
逸
脱
す
る
と
き
は
、
そ
の
決
議
に
は
償
還
計
画
が
伴
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
文
に
基
づ
い
て
調
達
さ
れ

た
借
入
の
償
還
は
、
適
切
な
期
間
内
に
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
四
）　

将
来
の
会
計
年
度
に
お
け
る
支
出
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
信
用
の
調
達
並
び
に
人
的
保
証
、
物
的
保
証
そ
の
他
の
保
証
の
引
き

受
け
は
、
そ
の
金
額
が
特
定
さ
れ
、
又
は
特
定
さ
れ
う
る
よ
う
な
、
法
律
に
よ
る
授
権
を
必
要
と
す
る
。

　
（
五
）　

詳
細
、
特
に
財
政
上
の
取
引
を
め
ぐ
る
収
入
及
び
支
出
の
清
算
並
び
に
景
気
循
環
調
整
手
続
の
根
拠
に
基
づ
き
景
気
の
推
移
を
考

盧
に
入
れ
た
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
関
す
る
算
定
の
た
め
の
手
続
並
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
か
ら
の
逸
脱
に
関
す
る
監
視
及
び
調

整
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
こ
れ
を
規
律
す
る
。

　

こ
の
条
文
は
、
基
本
法
の
財
政
憲
法
条
項
を
ラ
ン
ト
憲
法
に
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
一
項
は
基
本
法
一
〇
九
条
三
項
一
文
、

二
項
は
基
本
法
一
〇
九
条
三
項
二
文
前
段
及
び
一
一
五
条
二
項
三
文
、
三
項
は
基
本
法
一
〇
九
条
三
項
二
文
後
段
並
び
に
一
一
五
条

二
項
六
文
及
び
七
文
、
四
項
は
基
本
法
一
一
五
条
一
項
、
五
項
は
基
本
法
一
一
五
条
二
項
五
文
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
規
定
と
な

っ
て
い
る
。

（
三
）　

基
本
法
の
財
政
規
律
・
起
債
制
限
条
項
の
ラ
ン
ト
財
政
に
対
す
る
効
果

　

介
入
規
範
の
性
質
上
、
基
本
法
に
よ
る
新
規
純
起
債
の
禁
止
は
、
連
邦
の
み
な
ら
ず
ラ
ン
ト
に
も
直
接
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、

上
述
の
よ
う
な
財
政
憲
法
規
定
を
受
容
し
た
憲
法
規
定
を
有
す
る
ラ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
特
に
財
政
均
衡
と
新
規
純
起
債
に
関
す
る

規
定
は
、
連
邦
の
財
政
憲
法
と
ラ
ン
ト
憲
法
と
で
重
複
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
、
連
邦
法
と
ラ
ン
ト
法
と
の
関
係
で
は
、
基

本
法
三
一
条
の
一
般
原
則
に
基
づ
き
連
邦
法
が
優
位
す
る
た
め
、
財
政
均
衡
・
起
債
制
限
に
関
す
る
基
本
法
の
介
入
規
範
を
受
容
し
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た
ラ
ン
ト
憲
法
の
規
定
は
、
宣
言
規
定
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
有
す
る
に
留
ま
る
も
の
と
な
る（

（1
（

。
た
だ
し
、
ラ
ン
ト
財
政
は
ラ
ン
ト

憲
法
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
連
邦
レ
ベ
ル
に
お
い
て
起
債
制
限
条
項
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
国
家
の

債
務
が
憲
法
問
題
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
の
と
同
様
に
、
ラ
ン
ト
に
よ
る
新
規
純
起
債
の
禁
止
の
是
非
を
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
の
審
査

の
対
象
と
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
憲
法
条
項
の
本
質
的
機
能
で
あ
る（

（1
（

。
具
体
的
に
は
、
ラ
ン
ト
の
立
法
者

が
予
算
法
律
に
起
債
に
よ
る
収
入
を
計
上
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
起
債
が
ラ
ン
ト
憲
法
に
よ
る
起
債
ブ
レ
ー
キ
に
抵
触
し
て
い

る
か
否
か
の
意
見
の
相
違
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
予
算
法
律
を
抽
象
的
規
範
統
制
の
適
法
な
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る（

（1
（

。
ま
た
、
ラ
ン
ト
議
会
が
予
算
法
律
以
外
の
法
律
に
よ
っ
て
、
ラ
ン
ト
憲
法
上
の
起
債
制
限
の
例
外
事
由
の
存
在
を
規
定
し

た
場
合
も
、
当
該
法
律
は
抽
象
的
規
範
統
制
の
対
象
と
な
る（

（1
（

。
例
え
ば
、
ラ
ン
ト
特
別
財
産
の
設
立
を
定
め
る
法
律
が
ラ
ン
ト
財
政

に
負
担
を
も
た
ら
し
、
又
は
起
債
に
よ
る
財
源
の
繰
入
れ
を
規
定
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
法
律
は
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
に
よ
る

抽
象
的
規
範
統
制
の
対
象
と
な
る（

（1
（

。

　

一
方
、
基
本
法
の
財
政
規
律
・
起
債
制
限
条
項
の
う
ち
、
連
邦
の
み
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
一
一
五
条
な
ど
は
、

介
入
規
範
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
と
り
わ
け
新
規
純
起
債
の
禁
止
に
対
す
る
例
外
則
で
あ
る
逸
脱
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

受
容
す
る
か
し
な
い
か
は
ラ
ン
ト
の
規
律
高
権
の
対
象
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
上
述
の
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ

イ
ン
州
憲
法
で
は
、
逸
脱
ル
ー
ル
そ
の
も
の
は
ラ
ン
ト
の
憲
法
規
定
に
受
容
し
つ
つ
、
逸
脱
ル
ー
ル
の
発
動
に
関
す
る
議
会
の
議
決

要
件
に
つ
い
て
は
、
連
邦
議
会
の
法
定
定
数
の
過
半
数
を
要
求
す
る
基
本
法
に
対
し
、
ラ
ン
ト
議
会
の
法
定
定
数
の
三
分
の
二
の
特

別
多
数
決
を
要
求
し
て
い
る
。

（
四
）　

ラ
ン
ト
憲
法
上
の
規
定
を
欠
く
場
合
の
財
政
規
律
・
起
債
制
限
の
効
力

　

財
政
運
営
は
ラ
ン
ト
の
規
律
高
権
の
対
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
法
の
財
政
規
律
・
起
債
制
限
条
項
に
相
当
す
る
規
定
や
具
体
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化
す
る
規
定
を
ラ
ン
ト
憲
法
に
受
容
し
な
い
方
式
も
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
ベ
ル
リ
ン
州
で
は
憲
法
改
正
に
よ
ら
ず
、
財
政
法
（
Ｌ

Ｈ
Ｏ
）
に
以
下
の
よ
う
な
規
定
を
置
い
て
い
る
。

　

ベ
ル
リ
ン
州
財
政
法
一
八
条

　
（
一
）
信
用
に
よ
る
収
入
は
、
予
算
に
計
上
さ
れ
た
投
資
的
支
出
の
総
額
を
上
限
と
し
て
の
み
こ
れ
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

例
外
は
、
経
済
全
体
の
均
衡
の
か
く
乱
を
防
止
す
る
目
的
の
た
め
に
の
み
、
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
予
算
を
確
定
す

る
立
法
手
続
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

一
．
経
済
全
体
の
均
衡
が
深
刻
か
つ
継
続
的
に
か
く
乱
さ
れ
、
又
は
そ
の
よ
う
な
か
く
乱
の
事
態
が
差
し
迫
っ
て
い
る
こ
と
。

　
　

二
．
借
入
金
の
増
加
が
、
経
済
全
体
の
均
衡
の
か
く
乱
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
か
つ
適
切
で
あ
る
こ
と
。

　

ベ
ル
リ
ン
州
財
政
法
の
起
債
制
限
規
定
は
、
予
算
案
の
作
成
に
当
た
る
政
府
及
び
予
算
の
議
決
を
行
う
議
会
に
対
し
て
起
債
の
必

要
性
に
つ
い
て
の
説
明
責
任
を
課
す
こ
と
で
、
起
債
に
対
す
る
憲
法
的
統
制
の
密
度
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る（

（1
（

。

　

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
ラ
ン
ト
憲
法
に
は
具
体
的
な
起
債
制
限
の
基
準
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
た
め
、
国
家
の
起
債
を

憲
法
問
題
と
し
て
扱
う
余
地
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
と
い
う
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る（

（1
（

。
す
な
わ
ち
、
予
算
法
律
が
ラ
ン

ト
憲
法
に
一
致
す
る
か
否
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
が
判
断
す
る
権
限
を
有
す
る
た
め
、
起
債
の
是
非
を
争
お
う

と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
に
対
す
る
抽
象
的
規
範
統
制
の
申
立
て
が
可
能
で
あ
る
も
の
の
、
そ
こ
で
憲
法
裁

判
所
が
い
か
な
る
判
断
を
す
べ
き
か
が
問
題
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

基
本
法
旧
一
一
五
条
に
相
当
す
る
条
項
を
残
す
ラ
ン
ト
憲
法
の
場
合
、
起
債
収
入
の
劣
後
性
を
規
定
し
、
ま
た
起
債
の
制
限
に
関

す
る
規
律
が
憲
法
規
範
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
も
の
の
、
基
本
法
一
〇
九
条
や
一
一
五
条
と
比
べ
る
と
、
起
債
ブ
レ
ー
キ
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の
基
準
を
読
み
出
し
う
る
具
体
性
に
欠
け
、
ま
た
法
律
に
委
任
さ
れ
る
詳
細
の
範
囲
も
不
明
確
で
あ
る
た
め
、
全
体
と
し
て
立
法
裁

量
を
広
く
認
め
ざ
る
を
得
な
い
構
造
に
な
る（

（2
（

。
ま
た
、
こ
の
場
合
、
基
本
法
上
の
財
政
規
律
・
起
債
制
限
条
項
で
あ
る
一
〇
九
条
と

一
一
五
条
の
う
ち
、
起
債
制
限
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
例
外
則
を
定
め
る
一
一
五
条
は
明
文
で
連
邦
財
政
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ

る
た
め
、
ラ
ン
ト
へ
の
介
入
規
範
と
し
て
は
機
能
せ
ず
、
結
局
は
一
〇
九
条
が
規
定
す
る
と
お
り
、
ラ
ン
ト
が
そ
の
ラ
ン
ト
法
の
枠

内
で
規
律
す
る
と
こ
ろ
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
。

　

結
局
、
ラ
ン
ト
憲
法
に
具
体
的
な
起
債
ブ
レ
ー
キ
条
項
が
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
ラ
ン
ト
法
が
ラ
ン
ト
憲
法
に
適
合
す
る
か
否

か
の
抽
象
的
規
範
統
制
は
提
起
し
う
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
こ
で
の
基
準
は
専
ら
ラ
ン
ト
憲
法
の
規
範
、
具
体
的
に
は
、
新
規
純

起
債
の
禁
止
に
か
か
わ
る
ラ
ン
ト
憲
法
の
規
定
及
び
そ
の
解
釈
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
は
、
ラ
ン
ト

憲
法
に
基
づ
き
適
法
な
抽
象
的
規
範
統
制
の
対
象
と
な
る
予
算
法
律
に
つ
い
て
は
、
直
接
的
に
基
本
法
一
〇
九
条
三
項
の
基
準
に
照

ら
し
て
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（

（2
（

。

　

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
ラ
ン
ト
の
起
債
に
関
す
る
抽
象
的
規
範
統
制
に
お
け
る
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
の
審
査
方
法
と
し
て
は
、
以

下
の
三
つ
が
検
討
さ
れ
て
き
た（

（2
（

。

（
ア
）　
連
邦
法
に
よ
る
ラ
ン
ト
法
へ
の
影
響
の
承
認

　

第
一
に
、
ラ
ン
ト
憲
法
の
解
釈
を
通
じ
て
、
ラ
ン
ト
憲
法
の
不
十
分
な
起
債
制
限
条
項
を
基
本
法
の
介
入
規
範
で
あ
る
一
〇
九
条

三
項
で
補
完
す
る
方
法
が
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
方
法
論
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
憲
法
解
釈
の
初
期
か
ら
登
場
す
る
、
ラ
ン
ト
の
憲

法
秩
序
に
対
す
る
連
邦
法
の
影
響
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
概
念
は
、
連
邦
国
家
全
体
の
法
秩
序
と
み
な
し
う
る

よ
う
な
憲
法
要
素
に
つ
い
て
は
、
連
邦
法
に
よ
る
権
限
行
使
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
れ
が
ラ
ン
ト
法
を
補
完
し
、
又
は
そ
の
解
釈

を
方
向
付
け
る
と
い
う
形
で
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
方
法
論
に
よ
れ
ば
、
連
邦
全
体
の
財
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政
規
律
の
保
持
は
、
基
本
法
が
ラ
ン
ト
に
も
義
務
付
け
た
法
秩
序
の
具
体
化
行
為
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
た
め
に
連
邦
が
ラ
ン
ト
に
具

体
的
な
基
準
を
示
し
て
起
債
制
限
を
義
務
付
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
基
本
法
の
起
債
制
限
規
定
は
ラ
ン
ト
憲
法
を
補
完
し
、
解
釈

を
方
向
付
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
基
本
権
や
憲
法
秩
序
の
よ
う
に
連
邦
と
ラ
ン
ト
と
の
間
に
方
向
性
の
一
致
が
見
ら
れ
、
か

つ
、
そ
れ
ゆ
え
に
連
邦
法
の
規
定
を
ラ
ン
ト
憲
法
の
構
成
要
素
と
み
な
し
て
良
い
要
素
と
、
ラ
ン
ト
の
高
権
の
一
つ
を
な
す
財
政
高

権
と
を
同
視
し
て
良
い
か
と
の
疑
問
が
拭
え
な
い
。
当
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
も
、
こ
の
方
法
論
が
ラ
ン
ト
の
憲
法
上
の
自
治
と
領
域

国
家
と
し
て
の
高
権
を
大
き
く
侵
害
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
こ
の
影
響
が
肯
定
さ
れ
る
に
は
、
憲

法
上
の
正
当
化
を
要
す
る
も
の
と
し
て
い
る（

（2
（

。
加
え
て
、
基
本
法
は
連
邦
と
ラ
ン
ト
と
を
区
分
し
て
そ
の
財
政
規
律
の
確
保
の
方
法

を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
象
面
に
お
い
て
連
邦
全
体
で
財
政
の
均
衡
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
確
か
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
を
も
っ
て
法
的
に
ラ
ン
ト
の
財
政
高
権
を
制
限
で
き
る
根
拠
は
明
ら
か
で
は
な
い（

（2
（

。

（
イ
）　
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
基
本
法
の
適
用
可
能
性

　

第
二
に
、
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
が
、
基
本
法
の
起
債
制
限
条
項
を
直
接
の
基
準
と
し
て
ラ
ン
ト
の
財
政
に
つ
い
て
の
審
査
を
行
う

方
法
が
挙
げ
ら
れ
た
。
連
邦
国
家
原
理
の
前
提
と
し
て
、
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
が
連
邦
法
で
あ
る
基
本
法
を
直
接
の
基
準
と
し
て
裁

判
を
行
う
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
基
本
法
一
〇
〇
条
三
項
が
、
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
に
対
し
て
、
基

本
法
の
解
釈
に
際
し
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
又
は
他
の
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
の
裁
判
と
異
な
る
裁
判
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
連
邦

憲
法
裁
判
所
の
決
定
を
求
め
る
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
基
本
法
は
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
が
基
本
法
の
解
釈

に
基
づ
き
裁
判
を
行
う
こ
と
自
体
は
否
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る（

（2
（

。
こ
こ
か
ら
、
ラ
ン
ト
憲
法
に
具
体
的
な
起
債
ブ
レ
ー
キ
の
基

準
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
ラ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
及
び
他
の
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
の
裁
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判
に
矛
盾
し
な
い
限
り
で
、
基
本
法
の
解
釈
に
基
づ
く
裁
判
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
基
本
法
一
〇
〇
条
三
項
の
位
置
付
け
に
対
す
る
理
解
か
ら
、
深
刻
な
疑
問
が
投
げ
か
け
ら

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同
項
は
、
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
が
憲
法
規
定
を
適
用
す
る
際
の
基
準
と
し
て
、
常
に
基
本
法
を
用
い
る
こ
と

を
定
め
た
も
の
で
は
な
い
。
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
は
、
そ
の
任
務
と
し
て
ラ
ン
ト
法
の
解
釈
を
行
う
に
あ
た
り
、
そ
れ
が
基
本
法
の

解
釈
に
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
、
自
ら
の
解
釈
基
準
の
基
本
法
適
合
性
と
有
効
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
付
随
的
に
基
本

法
解
釈
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
り
、
一
〇
〇
条
三
項
に
よ
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
へ
の
提
示
は
、
そ
の
確
認
の
手
段
で

あ
る
に
留
ま
る
も
の
と
解
さ
れ
る（

（2
（

。
そ
の
た
め
、
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
が
基
準
と
す
る
の
は
あ
く
ま
で
ラ
ン
ト
法
で
あ
り
、
一
〇
〇

条
三
項
で
解
釈
基
準
設
定
の
補
助
手
段
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
補
助
的
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
基
本
法
の
規
定
を

主
位
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
、
ラ
ン
ト
の
憲
法
裁
判
権
を
侵
害
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い（

（2
（

。

（
ウ
）　
法
治
国
原
理
に
よ
る
間
接
審
査

　

第
三
に
、
ラ
ン
ト
憲
法
上
の
法
治
国
原
理
な
い
し
連
邦
国
家
原
則
を
定
め
た
規
定
を
用
い
る
方
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、

連
邦
国
家
に
お
け
る
法
治
国
原
理
が
、
連
邦
を
構
成
す
る
ラ
ン
ト
の
財
政
に
も
及
ぶ
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
形
式
上
は
ラ
ン
ト
憲
法

を
審
査
基
準
と
し
つ
つ
、
実
質
的
に
は
法
治
国
原
理
ま
た
は
連
邦
国
家
原
則
を
通
じ
て
基
本
法
の
規
定
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
認
め

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
、
普
遍
的
な
効
力
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
基
本
法
の
基
本
権
規
定
に
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
専

ら
統
治
機
構
に
関
す
る
七
〇
条
以
下
の
規
定
の
み
を
そ
の
対
象
と
す
る
。
こ
の
方
法
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
な
ど
の
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判

所
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
場
合
は
、
同
州
憲
法
三
条
一
項
で
法
治
国
原
理
を
規
定
し
、
ま
た
一
七
八
条
で
は
同

州
が
「
自
発
的
に
」
民
主
的
連
邦
国
家
に
加
盟
す
る
と
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ラ
ン
ト
議
会
が
制
定
し
た
法
律
の
審
査
に
お
い
て
、

ラ
ン
ト
法
が
連
邦
法
に
反
す
る
場
合
に
は
、
当
該
ラ
ン
ト
法
は
、
連
邦
法
の
規
律
を
そ
の
法
治
国
原
理
の
一
環
と
す
る
ラ
ン
ト
憲
法
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に
も
当
然
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
判
断
方
法
の
特
徴
は
、
ラ
ン
ト
法
を
連
邦
法
に
照
ら
し
て
解
釈
し
直
す
こ
と

が
可
能
に
な
り
、
逆
に
、
ラ
ン
ト
法
を
連
邦
法
に
照
ら
し
て
整
合
さ
せ
る
解
釈
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
点
に
あ
る
。
各
ラ
ン
ト

の
憲
法
の
一
般
規
定
で
あ
る
法
治
国
原
理
に
基
づ
く
法
の
整
合
性
や
、
ラ
ン
ト
が
連
邦
に
加
盟
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
連
邦
法
が
ラ

ン
ト
法
の
解
釈
基
準
と
な
る
と
い
う
機
能
的
解
釈
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
変
更
や
連
邦
法
の
実
質
的
な
ラ
ン
ト
法
化
を
正
当

化
す
る
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

こ
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
一
般
規
定
を
用
い
る
解
釈
手
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
の
判
例
に
お
い
て
も
慎
重

な
態
度
が
示
さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
手
法
に
最
も
親
和
的
と
さ
れ
る
バ
イ
エ
ル
ン
州
に
つ
い
て
も
、
同
州
憲
法
裁
判
所

は
、
こ
の
方
法
に
つ
い
て
同
州
憲
法
三
条
一
項
に
規
定
す
る
法
治
国
原
理
を
援
用
で
き
る
の
は
「
ラ
ン
ト
法
と
連
邦
法
と
の
矛
盾
が

明
白
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
法
制
度
の
重
大
か
つ
明
ら
か
な
違
反
と
見
な
さ
れ
る
場
合
」
に
限
る
と
判
示
し
て

い
る（

（3
（

。
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
で
は
、
連
邦
国
家
原
則
の
下
で
の
ラ
ン
ト
の
自
治
の
範
囲
に
関
す
る
解
釈
の
中
で
、
連
邦
国
家
に

お
け
る
立
法
権
の
配
分
に
関
す
る
基
本
法
七
〇
条
以
下
は
、
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
の
任
務
を
行
う
裁
判
所
が
そ
の
判
断
の
基
準
と
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
例
が
あ
る（

（3
（

。

　

こ
の
方
法
は
、
汎
用
性
が
高
く
、
統
治
体
制
に
関
す
る
ラ
ン
ト
の
憲
法
秩
序
の
間
隙
を
埋
め
る
の
に
適
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、

少
な
く
と
も
ラ
ン
ト
の
財
政
高
権
及
び
規
律
高
権
に
つ
い
て
は
、
一
般
規
定
に
よ
る
制
限
が
正
当
化
で
き
る
と
は
考
え
に
く
い
。
立

法
者
が
、
連
邦
法
と
ラ
ン
ト
法
の
整
合
性
を
図
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
連
邦
国
家
制
の
根
幹
で
あ
る
ラ
ン
ト
高
権
の
制
限
に
つ

い
て
は
、
両
者
が
参
加
す
る
基
本
法
改
正
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る（

（3
（

。

（
エ
）　
帰
結
―
―
従
来
型
の
主
張
可
能
性
の
統
制

　

以
上
の
通
り
、
財
政
規
律
・
起
債
制
限
を
規
定
し
、
起
債
ブ
レ
ー
キ
の
具
体
的
基
準
と
な
る
条
項
が
ラ
ン
ト
憲
法
に
欠
け
て
い
る
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場
合
に
は
、
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
の
抽
象
的
規
範
統
制
に
お
け
る
審
査
基
準
は
、
基
本
法
旧
一
一
五
条
を
基
に
し
た
現
状
の
各
ラ
ン

ト
憲
法
の
規
定
と
な
る
。

　

具
体
的
に
は
、
基
本
法
旧
一
一
五
条
に
つ
い
て
か
つ
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
示
し
た
よ
う
に
、
予
算
立
法
者
に
は
経
済
全
体
の
均

衡
の
か
く
乱
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
、
ま
た
は
直
接
に
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
際
し
て
、
更
に
ま
た
、
信
用
授
権

が
そ
の
防
止
の
た
め
に
適
切
か
ど
う
か
の
評
価
に
際
し
て
、
評
価
お
よ
び
判
断
の
余
地
が
帰
属
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
立
法
手

続
に
お
け
る
説
明
責
任
を
立
法
者
に
課
し
、
立
法
手
続
に
お
い
て
説
明
さ
れ
た
立
法
者
の
判
断
と
評
価
が
「
追
証
可
能
」
で
あ
り

「
主
張
可
能
」
で
あ
る
か
否
か
の
審
理
が
行
わ
れ
る（

（3
（

。

　

二
〇
〇
九
年
の
基
本
法
改
正
の
審
議
の
中
で
、
連
邦
議
会
及
び
連
邦
参
議
会
で
は
、
上
記
の
旧
一
一
五
条
の
不
完
全
性
が
縷
々
指

摘
さ
れ
た
が（

（3
（

、
起
債
ブ
レ
ー
キ
の
具
体
的
基
準
が
ラ
ン
ト
憲
法
に
盛
り
込
ま
れ
な
け
れ
ば
、
ラ
ン
ト
に
お
け
る
抽
象
的
規
範
統
制
は

事
実
上
困
難
に
な
る
こ
と
は
そ
の
段
階
で
明
ら
か
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
ラ
ン
ト
立
法
者
が
そ
の
審
査
不
可
能
性
を
受
け
入
れ
る
判

断
を
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
連
邦
国
家
原
則
の
上
で
は
、
そ
の
判
断
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

こ
の
規
律
高
権
と
の
関
係
で
、
一
部
の
ラ
ン
ト
で
は
、
立
法
者
の
判
断
と
評
価
の
対
象
を
法
的
に
規
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

「
起
債
ブ
レ
ー
キ
実
施
法
（A
usführungsgesetz der Schuldenbrem

se

）」
を
制
定
す
る
動
き
が
あ
る（

（3
（

。
こ
れ
ら
は
通
常
法
律
で
あ

る
た
め
、
憲
法
上
の
審
査
に
お
け
る
基
準
と
し
て
機
能
す
る
も
の
で
は
な
い
が（

（3
（

、
予
算
の
策
定
過
程
に
お
け
る
立
法
者
の
説
明
責
任

を
加
重
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
起
債
ブ
レ
ー
キ
の
実
効
性
に
つ
い
て
一
定
の
効
果
を
持
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
五
）　

小
括

　

二
〇
〇
九
年
基
本
法
改
正
に
向
け
た
連
邦
議
会
・
連
邦
参
議
会
の
合
同
委
員
会
の
審
議
の
中
で
、
起
債
ブ
レ
ー
キ
条
項
は
連
邦
と

ラ
ン
ト
に
統
一
的
に
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
と
い
う
方
向
性
が
早
々
に
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
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よ
う
な
、
ラ
ン
ト
ご
と
に
憲
法
の
財
政
規
律
・
起
債
制
限
の
法
状
況
が
異
な
り
う
る
事
態
は
予
見
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る（

（3
（

。
た
だ
、

連
邦
財
政
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
将
来
世
代
と
の
負
担
の
公
平
や
財
政
の
持
続
可
能
性
（N

achhaltigkeit

）
を
図
り
つ
つ
、
現
在
の

適
切
か
つ
必
要
な
財
政
需
要
に
対
応
し
て
い
く
た
め
の
枠
組
み
は
調
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
り
、
ラ
ン
ト
財
政
も
連
邦
財
政
の
構
成

部
分
で
あ
る
以
上
、
そ
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
生
じ
る
責
任
を
免
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
財
政
民
主
主
義
の
要
請
か
ら
、
財
政
に
関
す

る
民
主
的
決
定
の
過
程
は
透
明
か
つ
公
平
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
決
定
の
主
体
で
あ
る
政
府
・
議
会
は
重
い
説
明
責
任
を
課
さ

れ
る
の
で
あ
る
こ
と
は
、
法
的
に
も
道
義
的
に
も
理
の
当
然
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
説
明
責
任
の
程

度
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
が
、
次
に
問
題
と
な
る
。

三　

ラ
ン
ト
財
政
の
起
債
制
限
に
関
す
る
憲
法
判
断

（
一
）　

二
〇
二
一
年
度
連
邦
第
二
次
補
正
予
算
違
憲
判
決
の
イ
ン
パ
ク
ト

　

基
本
法
及
び
ラ
ン
ト
憲
法
の
財
政
規
律
・
起
債
制
限
条
項
の
存
在
意
義
の
最
大
の
も
の
は
、
国
家
の
債
務
を
法
的
問
題
、
と
り
わ

け
憲
法
問
題
に
す
る
余
地
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
点
は
、
連
邦
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
五
日
に
、

連
邦
憲
法
裁
判
所
が
二
〇
二
一
会
計
年
度
の
連
邦
第
二
次
補
正
予
算
法
律
を
違
憲
無
効
と
す
る
判
決（

（4
（

を
下
し
た
こ
と
で
、
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

　

こ
の
第
二
次
補
正
予
算
違
憲
判
決
は
、
起
債
ブ
レ
ー
キ
の
具
体
的
基
準
が
基
本
法
に
明
文
化
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
を
、
以
下
の
よ

う
に
評
価
し
た
。

　
　

二
〇
〇
九
年
の
憲
法
改
正
に
よ
り
、
基
本
法
一
〇
九
条
三
項
一
文
、
一
一
五
条
二
項
一
文
に
よ
っ
て
構
造
的
な
新
規
起
債
が
原
則
的
禁
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止
と
さ
れ
た
の
に
加
え
、
…
…
緊
急
状
態
に
関
連
す
る
例
外
事
由
が
「
国
家
の
統
制
能
力
を
超
え
る
自
然
災
害
又
は
異
常
な
緊
急
状
態
の
場

合
」
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
限
り
に
お
い
て
、
…
…
裁
判
所
の
審
査
が
よ
り
行
わ
れ
や
す
い
要
件
と
な
っ
た
。
…
…
連
邦
の
借
入
限
度
額
を

よ
り
限
定
的
に
、
よ
り
管
理
し
や
す
く
定
義
す
る
と
い
う
憲
法
改
正
立
法
者
の
基
本
的
な
目
的
に
対
応
し
て
、
憲
法
裁
判
所
の
審
査
密
度
は

向
上
す
る
こ
と
に
な
る（

（4
（

。

　

こ
の
判
決
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
基
本
法
一
一
五
条
二
項
六
文
に
よ
る
「
異
常
な
緊
急
状
態
」
と
し
て
の
連
邦
議
会
の
認
定
を
受
け
て

な
さ
れ
た
起
債
に
つ
い
て
は
、
緊
急
の
状
況
と
の
具
体
的
か
つ
実
質
的
な
因
果
的
関
連
（V

eranlassungszusam
m

enhang

）
を
要

す
る
も
の
と
し
、
緊
急
状
態
そ
れ
自
体
の
認
定
に
つ
い
て
も
、
議
会
に
評
価
と
判
断
の
余
地
を
認
め
つ
つ
、
そ
の
評
価
と
判
断
に
つ

い
て
の
説
明
責
任
を
課
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る（

（4
（

。
そ
し
て
、
当
該
緊
急
状
態
の
把
握
・
認
識
及
び
そ
れ
と
起
債
と
の
因
果
的
関
連
に
関

す
る
説
明
に
つ
い
て
は
、
追
証
可
能
性
及
び
主
張
可
能
性
の
審
査
が
行
わ
れ
る
も
の
と
し
、
こ
の
審
査
は
緊
急
状
況
の
性
質
や
対
応

の
緊
急
性
・
複
雑
性
に
よ
っ
て
密
度
が
変
化
し
う
る
と
し
た（

（4
（

。
つ
ま
り
、
例
え
ば
緊
急
性
が
低
い
事
案
に
つ
い
て
起
債
を
承
認
す
る

場
合
に
は
、
因
果
的
関
連
が
薄
く
な
る
た
め
説
明
責
任
は
加
重
さ
れ
、
逆
に
、
重
大
な
緊
急
状
態
に
つ
い
て
必
要
な
起
債
を
緊
急
に

行
う
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
因
果
的
関
連
が
強
く
認
め
ら
れ
る
た
め
説
明
責
任
は
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

文
言
だ
け
見
れ
ば
、
上
述
し
た
基
本
法
旧
一
一
五
条
に
関
す
る
判
断
枠
組
み（

（4
（

と
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
立
法
者
の

判
断
対
象
が
、
基
本
法
に
明
文
で
限
定
列
挙
さ
れ
て
い
る
緊
急
状
態
の
把
握
と
そ
れ
へ
の
対
処
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
、
起
債
と
緊
急

状
態
と
の
間
に
因
果
的
関
連
を
要
求
し
、
そ
の
程
度
に
つ
い
て
の
説
明
責
任
を
立
法
者
に
課
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
因
果
的
関
連
と

い
う
法
的
に
評
価
で
き
る
要
素
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
立
法
者
の
判
断
余
地
を
縮
減
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
審
査
密
度
と
し
て
は
か

つ
て
に
比
し
て
相
当
に
高
ま
っ
た
も
の
と
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る（

（4
（

。
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（
二
）　

シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
二
〇
二
四
年
予
算
違
憲
判
決

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
が
、
一
一
五
条
の
み
な
ら
ず
一
〇
九
条
を
も
示
し
て
、
国
家
の
起
債
限
度
額
を
よ
り
限
定
的
に
、
よ
り

管
理
し
や
す
く
定
義
す
る
と
い
う
憲
法
改
正
立
法
者
の
基
本
的
な
目
的
に
言
及
し
、
か
つ
、
そ
れ
に
対
応
し
て
憲
法
裁
判
所
の
審
査

密
度
の
向
上
を
導
い
た
こ
と
は
、
基
本
法
一
〇
九
条
三
項
を
介
入
規
範
と
し
て
ラ
ン
ト
財
政
に
も
妥
当
す
る
と
い
う
規
範
構
造
を
と

っ
て
い
た
多
く
の
ラ
ン
ト
に
も
波
及
効
果
が
あ
っ
た
。
財
政
事
項
に
つ
い
て
は
比
較
的
控
え
め
な
傾
向
が
続
い
て
い
た
ラ
ン
ト
憲
法

裁
判
所
の
起
債
ブ
レ
ー
キ
に
関
す
る
裁
判
は
、
こ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
に
よ
っ
て
画
期
的
な
傾
向
変
化
を
見
せ
る
よ
う
に
な

る
。

　

以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
現
す
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
の
判
例
と
し
て
、
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
憲
法

裁
判
所
二
〇
二
四
年
予
算
違
憲
判
決（

（4
（

を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。

（
三
）　

抽
象
的
規
範
統
制
ま
で
の
事
実
関
係

　

本
件
の
対
象
は
、
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
の
二
〇
二
四
会
計
年
度
予
算
法
律（

（4
（

で
あ
る
。
予
算
案
の
審
議
当
時
、

同
州
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
及
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
等
支
援
の
た
め
に
、
ラ
ン
ト
憲
法
六
一
条
三
項
に
基
づ
く
緊

急
状
態
の
議
会
認
定
が
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の
逸
脱
ル
ー
ル
に
よ
る
緊
急
状
態
を
理
由
と
す
る
債
務
の
総
額
は
六
五
億

ユ
ー
ロ
に
上
っ
た
。
ラ
ン
ト
議
会
は
、
本
予
算
案
審
議
中
の
二
〇
二
三
年
一
一
月
二
三
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
経
済
対
策
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
難
民
支
援
及
び
バ
ル
ト
海
沿
岸
地
域
の
災
害
対
策
の
必
要
を
理
由
と
し
、
こ
れ
ら
の
影
響
が
国
家
の
統
制
能
力
を
超
え
て

ラ
ン
ト
財
政
に
対
す
る
著
し
い
負
担
を
生
じ
て
い
る
と
し
て
、
ラ
ン
ト
憲
法
六
一
条
三
項
に
基
づ
く
異
常
な
緊
急
状
態
を
認
定
す
る

議
決
を
行
っ
た（

（4
（

。
こ
れ
を
受
け
て
ラ
ン
ト
政
府
は
、
同
年
一
一
月
一
五
日
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
踏
ま
え
て
、
信
用
に
よ
る
収

入
の
是
非
を
検
討
し
た
結
果
、
予
算
案
に
六
九
億
三
七
七
八
万
四
七
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
信
用
授
権
枠
を
計
上
し
、
議
会
に
提
出
し
た
。
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信
用
授
権
枠
を
含
む
同
年
の
予
算
の
歳
入
歳
出
の
総
額
は
二
三
五
億
三
八
万
五
三
〇
〇
ユ
ー
ロ
で
あ
り
、
新
規
純
起
債
枠
は
一
五
億

一
二
四
〇
万
三
〇
〇
ユ
ー
ロ
と
定
め
ら
れ
た
。
二
〇
二
四
年
三
月
二
〇
日
に
、
予
算
法
律
と
緊
急
状
態
認
定
の
改
定
決
議
、
そ
し
て

債
務
返
済
計
画
の
認
定
議
決
は
、
い
ず
れ
も
議
会
に
お
い
て
成
立
し
た（

（4
（

。
こ
の
ラ
ン
ト
予
算
に
つ
い
て
、
二
〇
二
四
年
九
月
六
日
に
、

野
党
会
派
が
抽
象
的
規
範
統
制
を
申
し
立
て
た
の
が
本
件
で
あ
る
。
申
立
の
趣
旨
は
、
二
〇
二
四
年
度
予
算
法
律
が
新
規
純
起
債
を

計
上
し
て
い
る
こ
と
が
、
ラ
ン
ト
憲
法
六
一
条
一
項
に
違
反
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
発
生
か
ら
数
年
経
っ
た
段
階
に
な
る
新
型
コ
ロ
ナ

対
応
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
対
策
は
ラ
ン
ト
憲
法
六
一
条
三
項
に
い
う
異
常
な
緊
急
状
態
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
旨
を
言
う
も
の

で
あ
っ
た
。

　

な
お
そ
の
後
、
実
際
に
は
支
出
さ
れ
な
い
財
源
が
生
じ
る
見
込
み
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
二
四
年
一
一
月
二
〇
日
に
議
会
は

補
正
予
算
法
律
を
議
決
し（

（5
（

、
予
算
総
額
が
二
三
一
億
六
四
〇
八
万
六
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
圧
縮
さ
れ
た
ほ
か
、
信
用
授
権
枠
は
六
三
億

一
四
八
七
万
九
四
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
削
減
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
新
規
純
起
債
枠
も
三
億
二
七
〇
二
万
七
八
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
減
額
が
行

わ
れ
た
。

（
四
）　

判
決
理
由
の
概
要

　

州
憲
法
裁
判
所
は
、
二
〇
二
五
年
四
月
一
五
日
の
判
決
に
お
い
て
、
二
〇
二
四
年
ラ
ン
ト
予
算
法
律
の
う
ち
、
信
用
授
権
枠
を
定

め
る
二
条
一
項
は
ラ
ン
ト
憲
法
六
一
条
三
項
と
一
致
せ
ず
無
効
と
す
る
判
断
を
示
し
た
。
ま
た
、
二
〇
二
四
年
一
一
月
二
四
日
の
補

正
予
算
法
律
に
つ
い
て
も
、
新
規
純
起
債
を
授
権
す
る
部
分
は
ラ
ン
ト
憲
法
六
一
条
三
項
と
一
致
し
な
い
と
判
断
し
た
ほ
か
、
予
算

法
律
の
う
ち
ラ
ン
ト
財
務
大
臣
に
対
し
て
投
資
的
支
出
の
内
容
の
変
更
及
び
追
加
を
授
権
し
た
部
分
は
ラ
ン
ト
憲
法
五
八
条
に
違
反

す
る
と
し
て
、
い
ず
れ
も
無
効
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
以
下
で
は
ラ
ン
ト
憲
法
の
起
債
ブ
レ
ー
キ
条
項
で
あ
る
六
一
条
三
項
と
の
関

係
に
絞
っ
て
、
検
討
を
行
う
。
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（
ア
）　「
異
常
な
緊
急
状
態
」（
ラ
ン
ト
憲
法
六
一
条
三
項
一
文
）
の
認
定

　

本
件
に
お
け
る
信
用
授
権
枠
の
設
定
及
び
新
規
純
起
債
の
原
因
は
、
議
会
が
ラ
ン
ト
憲
法
六
一
条
三
項
一
文
に
定
め
る
「
異
常
な

緊
急
状
態
」
の
存
在
を
認
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
立
法
者
に
は
、
ま
ず
こ
の
「
異
常
な
緊
急
状
態
」
の
認
定
判
断
に
関

す
る
説
明
責
任
が
課
せ
ら
れ
る
。

　
「
自
然
災
害
」
及
び
「
異
常
な
緊
急
状
態
」
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
基
本
法
一
一
五
条
に
い
う
概
念
と
同
じ
意
味
で
あ
る
と
し

た
（
（5
（

。
す
な
わ
ち
前
者
は
「
地
震
、
洪
水
、
暴
風
雨
、
干
ば
つ
、
ま
た
は
伝
染
病
の
流
行
な
ど
、
自
然
現
象
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
、
直
ち
に
迫
る
危
険
状
態
ま
た
は
重
大
な
損
害
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
後
者
は
基
本
法
三
五
条
二
項
二
文
及
び
同
条

三
項
に
定
め
る
「
重
大
な
災
厄
事
態
」
で
あ
る
「
事
故
、
技
術
的
ま
た
は
人
的
な
過
失
に
よ
り
発
生
し
、
又
は
第
三
者
に
よ
っ
て
故

意
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
、
大
規
模
か
つ
公
共
の
利
益
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
損
害
事
象
」
を
含
む
ほ
か
、
財
政
に
関
す
る
本
条
の

特
殊
性
に
鑑
み
、「
外
在
的
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
経
済
活
動
が
極
端
な
程
度
に
阻
害
さ
れ
、
公
共
の
利
益
の
た
め
に
国
家
が
そ
の
維

持
・
安
定
化
の
た
め
の
積
極
的
な
支
援
措
置
を
講
じ
る
必
要
性
が
あ
る
事
態
」
も
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
定
義
づ
け
た
。

　

こ
れ
ら
の
概
念
は
、
法
的
に
定
義
づ
け
ら
れ
た
概
念
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
「
異
常
な
緊
急
状
態
」
に
該
当
す
る
旨
の
立
法
者

の
判
断
に
つ
い
て
は
、
憲
法
裁
判
所
の
厳
格
な
審
査
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
立
法
者
が
「
異
常
な
緊
急
状
態
」
の
存

在
を
認
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
判
断
の
基
礎
と
な
る
事
実
や
そ
の
事
実
に
対
す
る
考
慮
の
有
無
、
そ
し
て
そ
の
考
慮
の
合
理
的
妥
当

性
な
ど
が
、
憲
法
裁
判
所
の
審
査
の
対
象
と
な
る（

（5
（

。

　

ま
た
、
州
憲
法
裁
判
所
は
、
ラ
ン
ト
憲
法
六
一
条
三
項
一
文
に
基
づ
く
ラ
ン
ト
議
会
の
議
決
に
つ
い
て
、
ラ
ン
ト
議
会
の
法
定
議

員
数
の
三
分
の
二
の
特
別
多
数
決
を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
り
基
本
法
よ
り
も
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
課
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
少
な

く
と
も
同
州
に
つ
い
て
は
起
債
ブ
レ
ー
キ
の
逸
脱
に
関
し
て
特
に
厳
重
な
要
件
を
課
す
憲
法
改
正
立
法
者
の
意
図
が
あ
っ
た
と
認
定

し
て
い
る（

（5
（

。
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な
お
、
そ
れ
ま
で
の
各
ラ
ン
ト
に
お
け
る
起
債
ブ
レ
ー
キ
の
運
用
に
関
す
る
憲
法
判
例
に
は
、「
異
常
な
緊
急
状
態
」
が
開
か
れ

た
概
念
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
主
張
可
能
性
の
統
制
に
留
め
る
例
も
あ
っ
た
も
の
の（

（5
（

、
州
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
の
根
拠

に
基
づ
き
、
立
法
者
の
判
断
過
程
に
つ
い
て
審
査
が
及
ぶ
も
の
と
し
、
従
来
の
各
州
憲
法
裁
判
所
の
判
例
と
は
一
線
を
画
す
る
こ
と

を
明
確
に
し
た（

（5
（

。

　

ま
た
、
ラ
ン
ト
の
財
政
構
造
の
上
で
、
特
に
財
政
基
盤
が
弱
く
財
政
力
が
脆
弱
な
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
緊
急
状
態
に
起
因
す
る

支
出
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
く
な
り
や
す
い
と
の
理
解
は
、
起
債
ブ
レ
ー
キ
に
関
す
る
各
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
判
例
の
前
提
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が（

（5
（

、
そ
れ
を
受
け
て
本
判
決
で
も
、「
財
政
状
況
を
著
し
く
損
な
う
」
場
合
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
緊
急

状
態
そ
れ
自
体
の
重
要
性
に
加
え
、
そ
の
た
め
の
国
家
の
財
政
負
担
が
「
重
大
」
で
あ
る
こ
と
の
説
明
責
任
も
課
し
て
い
る（

（5
（

。

　

上
記
を
踏
ま
え
、
本
件
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
緊
急
経
済
対
応
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
及
び
バ
ル
ト
海
沿
岸
災
害
へ
の
対
処
が
上
記

の
「
自
然
災
害
」
及
び
「
異
常
な
緊
急
状
態
」
に
該
当
す
る
と
の
判
断
、
及
び
、
こ
れ
ら
が
国
の
統
制
能
力
を
超
え
国
の
財
政
に
著

し
い
影
響
を
及
ぼ
す
と
の
判
断
の
い
ず
れ
も
、
不
合
理
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。

（
イ
）　
因
果
的
関
連

　

州
憲
法
裁
判
所
は
、
ラ
ン
ト
憲
法
六
一
条
三
項
に
よ
る
逸
脱
の
不
文
の
要
件
と
し
て
、
財
政
需
要
と
緊
急
状
況
と
の
間
の
具
体
的

か
つ
直
接
的
な
関
連
と
い
う
意
味
に
お
け
る
因
果
的
関
連
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
、
ラ
ン
ト
憲
法
六
一
条

三
項
が
、
基
本
法
一
〇
九
条
三
項
二
文
を
ラ
ン
ト
に
受
容
し
た
規
定
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
前
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
の
基

準
と
同
様
に
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る（

（5
（

。「
因
果
的
関
連
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
を
引
い
て
、
以
下
の
よ

う
に
説
示
さ
れ
て
い
る
。
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憲
法
六
一
条
第
三
項
の
文
言
に
加
え
、
自
然
災
害
又
は
異
常
な
緊
急
状
態
と
起
債
限
度
額
の
超
過
と
の
間
に
、
事
実
上
の
因
果
関
係
が
存

在
す
る
こ
と
が
さ
ら
に
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
緊
急
状
況
と
そ
の
た
め
の
借
入
で
資
金
調
達
さ
れ
た
緊
急
状
況
へ
の
対
応
措
置
と
の
間
の

具
体
的
な
関
連
性
が
前
提
と
な
る
。
借
入
で
資
金
調
達
さ
れ
た
措
置
は
、
ま
さ
に
緊
急
状
況
に
そ
の
原
因
を
遡
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
か
つ
、
緊
急
事
態
の
克
服
と
防
止
を
促
進
す
る
適
切
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（5
（

。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ラ
ン
ト
立
法
者
は
、
緊
急
状
態
に
お
け
る
信
用
授
権
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
当
該
信
用
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

収
入
が
、
自
然
災
害
に
よ
る
損
害
の
除
去
や
予
防
、
又
は
異
常
な
緊
急
事
態
の
克
服
と
復
旧
の
た
め
の
財
政
需
要
に
適
し
た
も
の
で

あ
り
、
か
つ
、
そ
の
目
的
の
た
め
の
実
際
の
財
政
支
出
と
事
実
と
し
て
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
責
任
を
要
求

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
ウ
）　
審
査
密
度

　
「
異
常
な
緊
急
状
態
」
に
お
い
て
は
、
不
確
実
な
予
測
に
基
づ
く
国
家
の
行
動
や
、
粗
い
見
積
も
り
に
基
づ
く
経
費
の
支
出
が
必

要
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
立
法
者
に
い
か
な
る
予
測
と
検
討
の
合
理
性
を
要
求
し
う
る
か
は
、
逸
脱

ル
ー
ル
の
解
釈
に
と
っ
て
の
本
質
的
な
問
題
と
な
り
う
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
憲
法
裁
判
所
は
、
緊
急
事
態
の
影
響
要
因
と
の
時
間
的
・
実
質
的
な
距
離
に
よ
っ
て
こ
れ
を
測
ろ
う
と
す
る（

（6
（

。

す
な
わ
ち
、
内
容
面
に
お
い
て
、
立
法
者
は
、
緊
急
状
態
に
お
け
る
重
大
な
障
害
の
存
在
を
ど
の
よ
う
に
認
定
し
た
か
を
詳
細
に
明

示
し
て
透
明
性
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
は
緊
急
状
態
に
お
け
る
判
断
権
を
憲
法
が
立
法
者
に
委
ね
て
い
る
こ
と
か

ら
し
て
、
そ
の
状
況
の
性
質
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
必
要
性
は
緩
和
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
般
に
、
緊
急
状
態
に
お
い
て

は
あ
る
程
度
の
想
定
の
不
確
実
性
が
付
随
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
立
法
者
は
緊
急
事
態
の
影
響
要
因
を
特
定
し
、
そ
の
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結
果
生
じ
る
財
政
的
負
担
と
の
具
体
的
か
つ
直
接
的
な
関
連
性
の
説
明
を
行
う
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
と
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
こ

と
は
、
緊
急
状
態
の
不
確
実
性
が
解
消
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
た
と
き
は
、
立
法
者
に
説
明
責
任
を
課
す
こ
と
を
許
容
す
る
論
理
と
も

な
る
。
支
出
の
目
的
と
な
る
財
政
需
要
ま
た
は
そ
の
根
拠
と
な
る
歳
入
の
減
少
や
歳
出
の
増
加
が
、
そ
の
対
象
た
る
自
然
災
害
ま
た

は
緊
急
状
態
か
ら
時
間
的
ま
た
は
実
質
的
に
離
れ
た
と
き
は
、
許
容
さ
れ
る
不
確
実
性
の
幅
は
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
に
な
れ
ば
、
立
法
者
は
厳
格
な
説
明
責
任
を
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
不
確
実
性
と
そ
の
解
消
に
対
す
る
考
慮
は
、
連

続
す
る
会
計
年
度
に
お
い
て
起
債
ブ
レ
ー
キ
を
逸
脱
す
る
場
合
や
、
緊
急
状
態
を
理
由
と
し
た
前
年
に
お
け
る
起
債
に
よ
る
財
源
が

支
出
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
立
法
者
の
予
測
に
関
す
る
説
明
責
任
を
厳
格
化
す
る
要
素
と
し
て
機
能
す
る（

（6
（

。

　

こ
の
よ
う
な
立
法
者
に
よ
る
関
連
事
実
の
認
定
、
緊
急
状
態
の
進
展
に
関
す
る
予
測
、
及
び
当
該
緊
急
状
態
に
対
応
す
る
た
め
の

任
務
の
根
拠
と
規
模
の
評
価
を
立
法
者
が
明
示
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
の
審
査
が
憲
法
上
必
要
か
つ
可
能
で

あ
る
。
こ
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
州
憲
法
裁
判
所
は
、
立
法
者
の
評
価
が
理
解
可
能
か
つ
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
の
み

で
あ
る
と
し
て
、
主
張
可
能
性
の
統
制
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る（

（6
（

。
た
だ
、
本
判
決
で
は
、
事
実
の
調
査
と
評
価
の
重
要
な
要

素
に
関
す
る
検
討
が
実
際
に
行
わ
れ
た
こ
と
の
み
で
は
足
り
ず
、
そ
の
内
容
が
決
議
資
料
や
法
律
資
料
に
反
映
さ
れ
て
い
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
、
評
価
に
関
す
る
説
明
責
任
に
加
え
て
、
そ
の
判
断
背
景
及
び
判
断
過
程
の
文
書
化
及
び
文
書
の
提
出
に
よ
る
証
明
の

責
務
を
立
法
者
に
負
わ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
事
実
上
の
判
断
過
程
統
制
が
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（6
（

。

　

な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
規
範
統
制
申
立
人
か
ら
比
例
性
審
査
を
す
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
も
な
さ
れ
た
が
、
上
記
の
措
置

に
つ
い
て
は
政
治
的
判
断
の
余
地
が
大
き
く
、
個
々
の
対
処
措
置
の
必
要
性
及
び
比
例
性
の
判
断
は
不
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。

（
エ
）　
ラ
ン
ト
財
政
の
特
殊
性
―
―
連
邦
緊
急
財
政
援
助
の
場
合

　

ラ
ン
ト
財
政
の
状
況
が
基
本
法
一
〇
九
条
三
項
二
文
に
よ
る
起
債
ブ
レ
ー
キ
逸
脱
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、
基
本
法
一
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〇
四
ｂ
条
一
項
二
文
に
基
づ
く
連
邦
緊
急
財
政
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
連
邦
緊
急
財
政
援
助
の
要
件

は
、
基
本
法
一
〇
九
条
三
項
二
文
と
同
じ
文
言
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
緊
急
状
態
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
投
資
的
支
出
の

財
源
額
を
限
度
と
し
て
、
連
邦
が
そ
の
対
象
と
な
る
事
項
に
関
す
る
立
法
権
限
を
有
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
行
う
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
あ
る（

（6
（

。
こ
の
連
邦
緊
急
財
政
援
助
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
ラ
ン
ト
財
政
に
対
す
る
緊
急
状
態
の
影
響
は
緩
和
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
援
助
に
よ
る
財
源
と
、
ラ
ン
ト
に
必
要
と
な
る
実
際
の
財
政
需
要
と
の
差
を
算

定
し
、
そ
の
算
定
結
果
と
そ
の
根
拠
を
説
明
す
る
責
任
が
、
ラ
ン
ト
立
法
者
に
課
せ
ら
れ
る（

（6
（

。
手
続
上
、
ラ
ン
ト
議
会
と
し
て
は
、

連
邦
緊
急
財
政
援
助
の
申
請
の
経
緯
と
理
由
に
関
す
る
政
府
の
説
明
を
根
拠
と
し
て
予
算
法
律
を
議
決
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
比
較

的
容
易
に
こ
の
点
の
責
任
は
果
た
し
う
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

（
オ
）　
あ
て
は
め

　

州
憲
法
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
緊
急
状
態
の
認
定
に
関
す
る
立
法
者
の
判
断
理
由
の
提
示
が
不
十
分
又
は
不
明
確
で
あ
り
、
要
求
さ

れ
る
説
明
責
任
を
満
た
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た（

（6
（

。
ラ
ン
ト
予
算
法
律
に
含
ま
れ
る
個
別
計
画
に
つ
い
て
は
、
財
政
需
要
の
増
加
に

関
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
の
投
資
的
支
出
の
想
定
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
支
援
の
規
模
と
必
要
経
費
の
算
定
基
準
が
不
明
確
で

あ
る
と
し
た
一
方
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
災
害
対
策
費
は
、
少
な
く
と
も
二
億
ユ
ー
ロ
を
超
え
な
い
範
囲
で
は
明
確
な
根
拠
に
基
づ
い
て

算
定
さ
れ
て
い
る
と
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
損
害
が
ラ
ン
ト
財
政
に
与
え
る
影
響
が
「
重
大
」
で
あ
る
か
の
情
報
は
不
十
分
で

あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
緊
急
状
態
の
認
定
に
関
す
る
説
明
資
料
が
欠
如
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
緊
急
状
態
を
理
由
と
し
た
逸
脱
ル
ー
ル
の
発
動
に
よ
る
信
用
授
権
の
総
額
が
、
立
法
者
に
よ
っ
て
見
積
も
ら
れ
た
ラ
ン

ト
財
政
の
悪
化
の
状
況
と
一
致
し
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
緊
急
状
態
と
借
入
の
因
果
的
関
連
が
問
題
と
さ

れ
た
の
で
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
支
援
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
審
議
段
階
に
お
い
て
発
生
か
ら
四
年
程
度
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の
時
間
が
経
過
し
て
い
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
影
響
の
解
消
ま
た
は
同
様
の
緊
急
状
態
の
防
止
を
目
的
と
し
た
措
置
の
適
切
性
は
十
分

に
評
価
可
能
で
あ
り
、
そ
の
た
め
こ
の
点
に
つ
い
て
の
説
明
責
任
は
加
重
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
算
法
律
及

び
そ
の
審
議
に
お
い
て
は
不
明
確
な
算
定
基
準
が
示
さ
れ
る
の
み
に
留
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
よ
る
信
用
調
達
額
の
決
定

は
因
果
的
関
連
を
欠
く
も
の
と
し
て
合
理
化
で
き
な
い
と
さ
れ
た（

（6
（

。
こ
の
点
の
本
判
決
に
お
け
る
州
憲
法
裁
判
所
の
認
定
は
相
当
に

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
終
了
後
の
医
療
介
護
イ
ン
フ
ラ
や
自
動
車
交
通
へ
の
投
資
と
緊
急
事
態
と
の
関
連
性

は
不
明
確
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
促
進
措
置
や
物
価
対
策
に
至
っ
て
は
、
一
般
的
な
財
政
投
資
の
枠
内
で
行
わ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
緊
急
状
態
と
の
関
連
性
が
否
定
さ
れ
た（

（6
（

。
一
方
で
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
災
害
対
策
費
に
つ
い
て
は
、
関

連
性
は
肯
定
さ
れ
た（

（7
（

。

（
カ
）　
予
算
法
律
の
議
決
要
件
と
予
算
法
律
の
規
範
明
確
性

　

な
お
、
予
算
の
内
容
面
に
加
え
て
、
本
判
決
に
お
い
て
は
、
ラ
ン
ト
憲
法
六
一
条
三
項
に
よ
る
議
会
の
認
定
に
よ
る
債
務
計
画
に

お
け
る
起
債
総
額
の
把
握
と
返
済
期
限
の
決
定
手
続
が
問
題
と
さ
れ
た
。

　

ラ
ン
ト
議
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
以
来
、
毎
年
の
よ
う
に
緊
急
状
態
を
認
定
す
る
議
決
を
行
っ
て
お
り
、
二
〇
二
二
年
ま
で
に
承

認
さ
れ
た
緊
急
状
態
を
理
由
と
す
る
新
規
純
起
債
の
上
限
は
合
計
約
二
九
億
ユ
ー
ロ
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
そ
れ
ま
で
の
決
算
ベ

ー
ス
で
約
一
三
億
ユ
ー
ロ
し
か
、
起
債
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
約
一
六
億
ユ
ー
ロ
の
起
債
上
限
枠
が
余
っ
た
こ
と
に
な
る

が
、
議
会
は
そ
れ
を
知
り
つ
つ
、
二
〇
二
四
年
に
一
五
億
ユ
ー
ロ
余
の
起
債
の
承
認
を
し
て
い
た
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
計
上

さ
れ
た
借
入
額
の
う
ち
、
起
債
上
限
枠
の
残
額
で
あ
る
一
六
億
ユ
ー
ロ
に
つ
い
て
は
借
入
実
体
が
存
在
し
な
い
は
ず
で
あ
り
、
実
際

の
借
入
額
と
そ
れ
ま
で
の
償
還
高
を
加
味
し
て
返
済
計
画
を
立
て
る
の
で
な
け
れ
ば
、
返
済
総
額
と
返
済
期
限
は
確
定
で
き
な
い
。

州
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
、
二
〇
二
四
年
予
算
法
律
に
付
随
す
る
債
務
返
済
計
画
に
つ
い
て
は
、
起
債
総
額
と
返
済
期
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限
に
つ
い
て
の
複
数
会
計
年
度
の
情
報
を
統
合
せ
ず
、
不
明
確
な
立
法
を
行
っ
た
も
の
と
指
摘
し
て
、
ラ
ン
ト
憲
法
の
構
成
部
分
と

し
て
の
基
本
法
二
〇
条
三
項
の
法
治
国
原
理
、
並
び
に
同
原
理
か
ら
導
か
れ
る
規
範
明
確
性
に
違
反
す
る
も
の
と
結
論
づ
け
た（

（7
（

。

（
五
）　

ラ
ン
ト
財
政
の
起
債
制
限
に
対
す
る
憲
法
判
断
―
―
判
決
へ
の
評
価

　

本
判
決
は
、
前
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
受
け
て
、
と
り
わ
け
ラ
ン
ト
憲
法
に
お
け
る
財
政
規
律
・
起
債
制
限
条
項
が
基
本

法
の
同
条
項
と
の
関
連
に
お
い
て
解
釈
さ
れ
、
か
つ
、
予
算
法
律
に
対
す
る
厳
格
な
審
査
の
根
拠
と
な
る
こ
と
を
改
め
て
示
し
た
こ

と
に
、
そ
の
意
義
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
判
決
の
論
理
は
、
緊
急
状
態
そ
の
も
の
の
認
定
に
つ
い
て
は
立
法
者
の
判
断
余
地
を
認
め

つ
つ
、
ラ
ン
ト
財
政
に
い
か
な
る
「
重
大
な
影
響
」
を
与
え
て
い
る
か
を
立
法
者
の
説
明
責
任
に
お
い
て
厳
格
に
問
い
、
更
に
ま
た
、

そ
の
緊
急
状
態
と
起
債
ブ
レ
ー
キ
の
逸
脱
と
の
間
の
因
果
的
関
連
を
厳
し
く
審
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
緊
急
状
態
に
お
け
る
財
政

の
緩
慢
化
を
制
御
し
、
将
来
の
財
政
に
対
す
る
悪
影
響
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

各
国
に
共
通
の
傾
向
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
期
に
お
い
て
は
財
政
出
動
の
必
要
性
か
ら
財
政
規
模
の
膨
張
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
そ

の
収
支
を
仔
細
に
見
る
と
、
必
ず
し
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
と
関
連
し
な
い
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
、
後
年
判
明
す
る
こ
と

が
あ
る
。
本
判
決
は
、
こ
の
よ
う
な
支
出
に
つ
い
て
、
因
果
的
関
連
の
要
件
を
厳
格
化
す
る
こ
と
で
、
厳
し
い
判
断
を
下
し
た
。

　

一
般
に
、
緊
急
状
態
に
お
い
て
は
、
民
主
制
の
下
で
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
議
会
や
政
府
は
、
財
政
出
動
圧
力
に
押
さ
れ
て
、
そ

の
財
政
規
模
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
た
め
、
憲
法
が
議
会
と
政
府
の
相
互
作
用
に
期
待
す
る
財
政
統
制
の
実
効
性
は
妨
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
財
政
憲
法
上
の
起
債
ブ
レ
ー
キ
は
、
民
主
的
に
選
出
さ
れ
た
議
会
と
政
府
の
権
限
を
制
限
し
、
憲
法
の
財
政
に
対

す
る
規
範
力
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
民
主
的
に
形
成
さ
れ
た
多
数
派
が
財
政
を
無
責
任
に
扱
う
可
能
性
を
制
御
す
る

こ
と
で
、
財
政
権
力
の
下
に
あ
る
国
民
の
基
本
権
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
あ
る（

（7
（

。

　

加
え
て
、
法
治
国
原
理
に
基
づ
く
規
範
明
確
性
の
要
請
が
、
予
算
法
律
に
お
け
る
算
定
の
過
程
に
も
及
ぶ
と
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
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基
本
法
の
介
入
条
項
を
受
容
し
て
い
な
い
ラ
ン
ト
に
も
波
及
し
う
る
論
理
で
あ
り
、
基
本
法
に
依
拠
し
た
審
査
が
直
接
に
は
不
可
能

な
ラ
ン
ト
に
お
い
て
も
、
起
債
高
の
算
定
や
返
済
計
画
の
妥
当
性
の
評
価
基
準
と
し
て
妥
当
し
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

憲
法
は
国
家
の
継
続
性
を
前
提
と
し
て
そ
の
規
範
力
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
財
政
民
主
主
義
が
そ
の
規
範
原
理
と
し
て
存
在
し
て

い
る
以
上
、
憲
法
自
体
に
対
す
る
自
壊
的
な
財
政
民
主
主
義
的
決
定
ま
で
も
が
無
制
限
に
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る（

（7
（

。
そ
の
意
味
で
、
憲
法
上
の
財
政
規
律
・
起
債
制
限
条
項
は
、
民
主
的
多
数
派
の
過
剰
な
権
力
行
使
を
防
止
し
、
政
治
部
門
の

行
為
を
既
存
の
財
政
資
源
で
賄
え
る
範
囲
へ
と
制
限
す
る
点
に
、
そ
の
存
在
意
義
と
正
当
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
民
主
的
多

数
派
が
現
在
の
有
権
者
団
に
増
税
や
負
担
増
の
請
求
を
提
示
す
る
用
意
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
制
限
を
逸
脱
す
る
こ
と
は
可
能

な
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
制
度
的
に
具
体
化
し
た
の
が
、
起
債
ブ
レ
ー
キ
で
あ
る
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
判
決
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
の
論
理
を
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
に
具
体
化
し
た
形
で
遷
移
さ
せ
、
ま
た
は
波
及
の
余

地
を
築
い
た
も
の
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
ラ
ン
ト
財
政
に
お
け
る
財
政
規
律
・
起
債
制
限
の
方
向
性
を
決
定
づ

け
た
点
に
お
い
て
、
極
め
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
六
）　

小
括

　

本
判
決
は
、
二
〇
二
四
年
度
の
予
算
法
律
を
違
憲
無
効
と
し
た
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
の
ケ
ー
ス
と
同
様
、
二
〇
二
四
会
計

年
度
は
既
に
完
結
し
て
い
る
た
め
、
複
数
年
事
業
へ
の
投
資
的
支
出
等
の
た
め
に
継
続
し
た
費
目
を
除
く
ほ
か
、
原
則
と
し
て
そ
の

会
計
年
度
中
に
行
わ
れ
た
歳
入
歳
出
の
効
力
に
は
、
実
際
に
は
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
二
〇
二
五
年
度
の
補

正
予
算
法
律
や
二
〇
二
六
年
度
の
予
算
編
成
及
び
審
議
に
は
強
く
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
将
来
警
告
的

な
意
味
合
い
の
強
い
判
決
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。

　

一
方
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
を
は
じ
め
、
起
債
ブ
レ
ー
キ
に
関
す
る
相
次
ぐ
憲
法
判
断
を
通
し
て
、
財
政
規
律
・
起
債
制
限
条
項
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の
規
範
力
が
具
体
化
さ
れ
、
高
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
無
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い（

（7
（

。
基
本
権
規
定
が
現
在
の
多
数
派
に
よ
る
過
剰

な
権
力
の
行
使
を
制
限
す
る
の
と
同
じ
く
、
財
政
憲
法
条
項
も
ま
た
、
現
在
の
多
数
派
に
よ
る
財
政
権
力
の
不
適
切
な
行
使
を
制
限

す
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
過
剰
な
国
家
債
務
は
、
将
来
の
国
家
と
世
代
の
財
政
的
な
行
動
可
能
性
を
極
度
に
制
限
す
る
。
そ
の
意
味

で
、
憲
法
の
債
務
ブ
レ
ー
キ
が
こ
れ
に
対
抗
す
る
と
き
、
そ
れ
が
民
主
主
義
の
過
剰
な
制
限
に
は
該
当
し
な
い（

（7
（

。
特
に
ラ
ン
ト
憲
法

に
お
い
て
は
、
世
代
間
公
平
や
持
続
可
能
性
を
憲
法
原
則
や
国
家
目
標
と
し
て
憲
法
に
明
文
化
す
る
例
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り（

（7
（

、

こ
の
よ
う
な
条
項
と
起
債
制
限
条
項
と
の
規
範
上
の
関
連
性
も
、
今
後
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四　

結
び
に
代
え
て
―
―
そ
の
後
の
基
本
法
改
正

　

二
〇
二
五
年
の
基
本
法
改
正
は
、
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
ラ
ン
ト
財
政
に
お
け
る
財
政
均
衡
・
起
債
制
限
の
解
釈
や
、
ラ
ン
ト
憲

法
裁
判
所
の
裁
判
の
動
向
に
も
影
響
を
与
え
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
き
た
財
政
憲
法
上
の
問
題

が
、
こ
の
基
本
法
改
正
に
よ
っ
て
立
法
的
に
解
決
さ
れ
た
も
の
に
な
る
と
は
考
え
に
く
い
。

　

基
本
法
一
〇
九
条
三
項
に
追
加
さ
れ
た
六
文
に
よ
り
、
ラ
ン
ト
は
、
今
後
、
連
邦
財
政
と
同
じ
く
、
平
時
に
お
い
て
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

〇
・
三
五
％
の
信
用
授
権
枠
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
信
用
授
権
枠
は
、「
ラ
ン
ト
全
体
」
と
の
関
係
で
設
定
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
総
額
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
同
項
七
文
に
よ
り
、
連
邦
参
議
会
の
同
意
を
必
要
と
す
る
連
邦
法
律
に
よ
っ
て
規

律
さ
れ
る
。
そ
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
当
然
な
が
ら
ラ
ン
ト
の
財
政
力
が
影
響
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
元
々
脆
弱

な
財
政
構
造
で
赤
字
体
質
の
ラ
ン
ト
へ
の
枠
の
配
分
が
慎
重
に
扱
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
勿
論
、
ラ
ン
ト
に
と
っ
て
も
、
そ
の
程

度
の
授
権
枠
で
は
「
焼
け
石
に
水
」
と
な
る
事
態
も
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
項
八
文
は
、
七
文
に
よ
り
配
分
さ
れ
た
上
限
額
を
下

回
る
ラ
ン
ト
法
の
規
定
は
無
効
と
な
る
と
定
め
て
お
り
、
基
本
法
上
の
起
債
制
限
条
項
の
ラ
ン
ト
憲
法
へ
の
介
入
規
範
性
が
さ
ら
に
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強
化
さ
れ
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（7
（

。

　

ま
た
、
基
本
法
一
〇
六
条
九
項
及
び
一
〇
七
条
二
項
に
よ
り
自
治
体
財
政
は
ラ
ン
ト
財
政
の
構
成
部
分
と
な
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
期

以
降
、
膨
張
傾
向
に
あ
る
自
治
体
債
務
が
、
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
で
問
題
に
な
っ
て
く
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
て
い
る（

（7
（

。

　

ラ
ン
ト
財
政
は
、
基
本
法
お
よ
び
ラ
ン
ト
憲
法
が
目
指
す
国
家
財
政
全
体
の
健
全
性
と
持
続
可
能
性
に
と
っ
て
の
要
の
位
置
を
な

す
も
の
で
あ
り
、
連
邦
及
び
自
治
体
の
財
政
い
ず
れ
に
も
関
わ
る
位
置
に
あ
る
。
混
迷
に
直
面
す
る
現
下
の
財
政
状
況
に
お
い
て
、

ラ
ン
ト
財
政
に
対
す
る
憲
法
の
制
御
と
統
制
の
あ
り
方
は
、
今
後
と
も
財
政
憲
法
論
の
上
で
の
枢
要
な
関
心
事
で
あ
り
続
け
る
で
あ

ろ
う
。

（
1
）　Gesetz zur Ä

nderung des Grundgesetzes （A
rtikel 109, 115 und 143h

） BGBl. 2025 I 94.

（
2
）　
「
財
政
憲
法
（Finanzverfassug
）」
と
は
、
一
般
的
な
財
政
に
関
わ
る
憲
法
条
項
の
意
味
の
ほ
か
、
ド
イ
ツ
憲
法
に
お
い
て
は
基

本
法
第
一
〇
章
の
財
政
関
連
条
項
を
特
に
指
す
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
概
ね
後
者
の
用
法
に
従
っ
て
こ
の
語
を
用
い
る
。

（
3
）　

連
邦
財
政
は
、
二
〇
一
四
年
に
財
政
収
支
の
黒
字
化
を
達
成
し
て
以
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
財
政
出
動
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に

二
〇
二
〇
年
に
新
規
起
債
を
再
開
す
る
ま
で
は
財
政
均
衡
を
継
続
し
、
政
府
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
も
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
ま
で
低
下
さ
せ

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
。

（
4
）　

上
代
庸
平
『
自
治
体
財
政
の
憲
法
的
保
障
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
）
一
一
七
頁
以
下
。

（
5
）　

基
本
法
の
財
政
規
律
・
起
債
制
限
条
項
の
ラ
ン
ト
財
政
に
対
す
る
規
範
的
効
力
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
上
代
庸
平
「
財
政
へ
の
憲
法

の
規
範
力
―
―
『
違
憲
な
起
債
』
の
制
約
可
能
性
を
手
が
か
り
と
し
て
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
講
座
憲
法
の
規
範
力
5　

憲
法

の
規
範
力
と
行
政
』（
信
山
社
、
二
〇
一
七
年
）
二
二
七
頁
以
下
。

（
6
）　F. Becker, D

ie A
usw

irkung der Grundgesetzänderung vom
 22. 3. 2025 auf das Staatsschuldenrecht der 

Länder. N
V

w
Z 2025, S. 647

（648

）.

ま
た
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
はM

. Sachs

（H
rsg.

）, Grundgesetz K
om

m
entar. 10.A

ufl. 
2024, A

rt.143d Rn. 1-2d.

［M
. Siekm

ann

］
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（
7
）　T

h. I. Schm
idt, Ö

ffentliches Finanzrecht. 2023. S. 209f.
（
8
）　R

. W
ernsm

ann/N
. G

eiß, D
ie verfassungsgerichtliche K

ontrolle der Schuldenbrem
se in den Ländern. N

V
w

Z 
2023, S. 1113

（1113f.

）; Becker, a.a.O
.

（A
nm

. 6‌

）, S. 648.

（
9
）　Sachs, a.a.O

.

（A
nm

. 6‌

）, A
rt. 109 Rn. 79. ［Siekm

ann

］

（
10
）　Becker, a.a.O

.

（A
nm

. 6‌

）, S. 648.

（
11
）　I. Schm

idt, a.a.O
.

（A
nm

. 7‌

）, S. 213f.

（
12
）　

二
〇
〇
九
年
改
正
前
の
基
本
法
一
一
五
条
一
項
は
以
下
の
文
言
で
あ
っ
た
。

　
（
一
）
起
債
並
び
に
人
的
及
び
物
的
保
証
そ
の
他
の
保
証
の
引
受
け
が
、
将
来
の
会
計
年
度
に
支
出
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に

は
、
連
邦
法
律
に
基
づ
き
、
そ
の
金
額
を
特
定
し
又
は
特
定
し
う
る
よ
う
な
授
権
を
必
要
と
す
る
。
起
債
に
よ
る
収
入
は
、
予
算
に

計
上
さ
れ
て
い
る
投
資
の
た
め
の
支
出
の
総
額
を
超
え
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
例
外
は
経
済
全
体
の
均
衡
の
か
く
乱
を
防
止
す
る
た
め

に
の
み
許
さ
れ
る
。
詳
細
は
、
連
邦
法
律
で
こ
れ
を
規
律
す
る
。

　

こ
の
規
定
の
構
成
要
件
と
な
る
「
投
資
的
支
出
」、「
経
済
全
体
の
均
衡
」
及
び
「
か
く
乱
」
は
い
ず
れ
も
憲
法
上
の
開
か
れ
た
概
念
で

あ
り
、
立
法
者
の
判
断
余
地
を
広
く
残
し
て
い
た
た
め
、
結
局
は
起
債
制
限
条
項
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
旧
一
一

五
条
の
問
題
性
に
つ
い
て
は
、
石
森
久
広
『
財
政
規
律
の
研
究
』（
有
信
堂
、
二
〇
一
八
年
）
二
六
頁
以
下
。

（
13
）　Becker, a.a.O

.

（A
nm

. 6‌

）, S. 648.

（
14
）　Ch. Lenz, V

erfassungsgerichtliche K
ontrolle der Schuldenbrem

se in der Corona-Pandem
ie. N

V
w

Z 2022, S. 
11 08

（1108f.

）

（
15
）　

例
え
ば
、
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
憲
法
五
一
条
二
項
二
号
は
、「
ラ
ン
ト
政
府
、
ラ
ン
ト
議
会
議
員
の
三
分
の

一
、
二
の
会
派
又
は
一
の
会
派
と
会
派
と
し
て
の
権
利
を
有
す
る
議
員
の
共
同
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
申
請
に
基
づ
い
て
、
ラ
ン
ト
法
と
こ

の
憲
法
と
の
形
式
的
ま
た
は
実
質
的
な
適
合
性
に
つ
い
て
意
見
の
相
違
ま
た
は
疑
義
が
生
じ
た
場
合
」
に
お
け
る
憲
法
裁
判
所
の
判
断
権

限
を
認
め
て
い
る
。

（
16
）　W

ernsm
ann/G

eiß, a.a.O
.

（A
nm

. 8‌

）, S. 1114.

（
17
）　

こ
の
手
法
に
対
す
る
抽
象
的
規
範
統
制
の
先
駆
例
と
し
てH

essStGH
 U

rteil vom
 27. 10. 2021.-P.St. 2783/2827=N

V
w

Z 
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2022, 147

が
あ
る
。
こ
の
判
決
に
つ
い
て
は
上
代
庸
平
「
財
政
の
危
機
と
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
日
本
財
政
法
学
会
編
『
財
政
法
学
に

お
け
る
理
論
と
実
務
の
架
橋
』（
敬
文
堂
、
二
〇
二
四
年
）
一
一
八
頁
以
下
。

（
18
）　

こ
の
よ
う
な
規
定
の
下
で
の
起
債
に
関
す
る
憲
法
裁
判
所
の
審
査
基
準
に
つ
い
て
は
、
一
〇
九
条
三
項
そ
れ
自
体
が
具
体
的
な
構
成

規
範
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
予
算
立
法
者
に
裁
量
の
余
地
を
認
め
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
主
張
可
能
性
の
統
制

（V
ertretbarkeitskontrolle

）
に
留
ま
る
。W

ernsm
ann/G

eiß, a.a.O
.

（A
nm

. 8‌

）, S. 1115.

（
19
）　W

ernsm
ann/G

eiß, a.a.O
.

（A
nm

. 8‌

）, S. 1115f.

（
20
）　 I. Schm

idt, a.a.O
.

（A
nm

. 7‌

）, S. 214f.

（
21
）　T

h. I. Schm
idt, Spielräum

e der geltenden Schuldenbrem
se. N

V
w

Z 2024, S. 1792

（1793

）.

（
22
）　W

ernsm
ann/G

eiß, a.a.O
.

（A
nm

. 8‌ 

）, S. 1116.

（
23
）　BV

erfGE 1, 208
（232

）.

連
邦
憲
法
裁
判
所
が
判
例
で
認
め
た
「
連
邦
国
家
全
体
の
法
秩
序
」
と
し
て
、
憲
法
秩
序
の
拘
束
力

（
基
本
法
二
〇
条
三
項
）
や
国
際
法
の
優
位
性
（
基
本
法
二
五
条
）、
政
党
の
民
主
的
意
義
と
機
会
均
等
（
基
本
法
二
一
条
）
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。V

gl. BV
erfGE 6, 367

（375

）; 103, 332

（352f.

）.

（
24
）　

基
本
権
で
あ
る
放
送
の
自
由
（
基
本
法
五
条
）
と
ラ
ン
ト
に
お
け
る
放
送
制
度
の
法
適
合
性
に
つ
い
て
も
、
基
本
権
の
普
遍
的
価
値

に
言
及
し
つ
つ
、
こ
の
影
響
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
「
連
邦
機
関
間
の
協
力
関
係
を
規
定
す
る
基
本
法
の
規
定
や
、
連
邦
が
州
に
対
し
て

一
方
的
に
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
認
め
る
規
定
に
は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
し
て
、
抑
制
的
に
解
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。V

gl. 
BV

erGE 13, 54‌

（79f.

）.

（
25
）　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
「
ラ
ン
ト
の
立
場
か
ら
は
、
連
邦
憲
法
上
の
原
則
や
規
範
が
ラ
ン
ト
憲
法
に
『
読
み
込
ま
れ
る
』
ほ
ど
に
、
そ

の
憲
法
上
の
自
律
性
、
ひ
い
て
は
国
家
と
し
て
の
地
位
が
継
続
的
に
損
な
わ
れ
る
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
国
家
体
制
の
礎
で
あ
る
、
基
本
法
二
〇
条
一
項
に
定
め
る
連
邦
国
家
主
義
が
、
最
終
的
に
損
な
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
」
と
し
て
、
規
律
高
権
に
連
邦
法
の
影
響
が
及
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
は
消
極
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。V

gl. BV
erfGE 103, 

33 2 （357

）.

（
26
）　BV

erfGE 1, 208 （232

）; 60, 175 （206f.

）.

（
27
）　V

gl. Sachs, a.a.O
.

（A
nm

. 6‌

） A
rt.100 Rn. 29‌

［S. D
etterbeck

］.
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（
28
）　

バ
イ
エ
ル
ン
州
の
民
衆
争
訟
（Popularklage

）
の
よ
う
に
、
基
本
法
の
直
接
適
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
も
存
在
す
る
。
た
だ

し
、
予
算
法
律
に
関
す
る
抽
象
的
規
範
統
制
と
は
異
な
る
手
続
で
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
制
度
の
存
在
が
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
に
よ
る

基
本
法
の
直
接
適
用
を
一
般
的
に
正
当
化
す
る
の
で
は
な
い
。V

gl. W
ernsm

ann/G
eiß, a.a.O

.

（A
nm

. 8‌

）, S. 1117f.

（
29
）　Bay V

erfGH
, Rechtsprechung vom

 03. 12. 2019=N
V

w
Z-RR 2020, 273.

本
件
で
は
、
外
国
人
の
社
会
的
統
合
に
関
す
る

バ
イ
エ
ル
ン
州
統
合
法
に
つ
い
て
、
連
邦
と
ラ
ン
ト
の
い
ず
れ
が
立
法
権
限
を
有
す
る
か
が
争
点
と
な
っ
た
。
同
州
憲
法
裁
判
所
は
、
外

国
人
の
居
住
及
び
滞
在
の
権
利
に
つ
い
て
は
基
本
法
七
四
条
一
項
四
号
に
基
づ
き
競
合
的
立
法
の
対
象
と
な
る
も
の
の
、
七
二
条
二
項
に

規
定
す
る
連
邦
法
律
に
よ
る
規
律
の
必
要
性
が
問
題
と
な
る
と
し
、
同
項
の
解
釈
と
し
て
、
連
邦
法
と
ラ
ン
ト
法
は
矛
盾
し
て
は
な
ら
な

い
と
の
要
請
は
、
ラ
ン
ト
が
立
法
活
動
を
行
う
に
際
し
、
連
邦
の
立
法
に
対
応
す
る
概
念
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
み
を
追
求
す
る
こ
と
を
義
務

づ
け
る
も
の
で
は
な
い
と
判
示
し
た
。

（
30
）　 S. D

. M
eyer, D

er grundrechtliche A
nspruch auf Einhaltung der Schuldenbrem

se. N
V

w
Z 2023, S. 1698

（1700

）.

（
31
）　Bay V

erfGH
, N

V
w

Z-RR 2020, 273

（274

）.

（
32
）　BV

erfGE 103, 332 

（357f.

）
な
お
、
本
件
は
憲
法
裁
判
所
未
設
置
州
の
憲
法
裁
判
所
と
し
て
の
任
務
（
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
旧
九

九
条
）
に
基
づ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
33
）　W

ernsm
ann/G

eiß, a.a.O
.

（A
nm

. 8‌
）, S. 1120.

（
34
）　BV

erfGE 119,96

（140f.

）
こ
の
判
決
が
連
邦
の
予
算
立
法
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
石
森
・
前
掲
（
注
12
）
五

五
頁
以
下
も
参
照
。

（
35
）　

基
本
法
の
起
債
ブ
レ
ー
キ
条
項
の
立
法
過
程
に
つ
い
て
参
照M

. K
oem

m
, Eine Brem

se für die Staatsverschuldung? 
2011, S. 72-76.

（
36
）　C

h. B
ravidor, D

ie U
m

setzung der V
erschuldungsregelung in den Ländern, in: C

. H
etschko

（H
rsg.

）, 
Staatsverschuldung in D

eutschland nach der Föderalism
usreform

 II. 2012, S. 11ff.

（
37
）　

ベ
ル
リ
ン
州
起
債
ブ
レ
ー
キ
実
施
法
（Gesetz zur landesrechtlichen U

m
setzung der Schuldenbrem

se vom
 25. 11. 

2019

〔GV
Bl. 2019, 742

〕）
及
び
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
州
財
政
健
全
化
法
（H

aushaltsstabilisierungsgesetz vom
 10. 04. 2019

〔A
m

tsbl. I 446

〕）
の
二
例
が
あ
る
。
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（
38
）　I. Schm

idt, a.a.O
.

（A
nm

. 7‌

）, S. 214.

（
39
）　K

oem
m

, a.a.O
.

（A
nm

. 35‌

）, S. 72.
（
40
）　BV

erfG U
rteil vom

 15. 11. 2023

（2‌ BvF 1/22

） =BV
erfGE 167,86=N

V
w

Z 2023, 1892ff.

こ
の
判
決
の
内
容
及
び
影
響
に

関
す
る
検
討
と
し
て
上
代
庸
平
「
緊
急
時
の
議
会
の
財
政
権
限
に
対
す
る
司
法
的
統
制
」
武
蔵
野
法
学
二
〇
号
（
二
〇
二
四
年
）
一
頁
以

下
。
な
お
、
本
判
決
の
邦
訳
と
し
て
渡
邊
亙
「
ド
イ
ツ
2​

0​

2​

1
年
度
第
二
次
補
正
予
算
法
律
違
憲
判
決
」
名
城
法
学
七
三
巻
二
・
三
・

四
号
合
併
号
（
二
〇
二
四
年
）
一
八
九
頁
以
下
が
あ
る
。

（
41
）　BV

erfG, N
V

w
Z 2023, 1892

（1895

）.

（
42
）　BV

erfG, N
V

w
Z 2023, 1892

（1898f.

）.

（
43
）　BV

erfG, N
V

w
Z 2023, 1892

（1898

）.

（
44
）　BV

erfGE 119, 96‌
（140f.

）

（
45
）　A

nm
erkung von R

. Pracht, N
V

w
Z 2023, S. 1906.

（
46
）　LV

erfG SchlH
, U

rteil vom
 15. 04. 2025 - LV

erfG 1/24=N
ordÖ

R 2025, 349ff.

（
47
）　Gesetz über die Feststellung eines H

aushaltsplanes für das H
aushaltsjahr 2024 vom

 21. 03. 2024 

（GV
O

Bl. 
Schl.-H

. S. 2024 S. 106

）

（
48
）　LT

-D
rs. 20/1655.

（
49
）　LT

-D
rs. 20/1937; 1978.

（
50
）　Gesetz zur Ä

nderung des Gesetzes über die Feststellung eines H
aushaltsplanes für das H

aushaltsjahr 2024 

（GV
O

Bl. Schl.-H
. 2024, S. 774

）

（
51
）　LV

erfG SchlH
, N

ordÖ
R 2025, 349

（352

）.

（
52
）　LV

erfG SchlH
, N

ordÖ
R 2025, 349

（352

）.

（
53
）　LV

erfG SchlH
, N

ordÖ
R 2025, 349

（353

）.

（
54
）　H

essStGH
, N

V
w

Z 2022, 147

（157

）.

（
55
）　LV

erfG SchlH
, N

ordÖ
R 2025, 349

（352

）.
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（
56
）　H

essStGH
, N

V
w

Z 2022, 147

（158

）; BbgV
erfG U

rteil vom
 21. 06. 2024-V

fGBbg 22/23 Rn. 146-149.
（
57
）　LV

erfG SchlH
, N

ordÖ
R 2025, 349

（355

）.
（
58
）　LV

erfG SchlH
, N

ordÖ
R 2025, 349

（358

）.

（
59
）　LV

erfG SchlH
, N

ordÖ
R 2025, 349

（358

）.

（
60
）　LV

erfG SchlH
, N

ordÖ
R 2025, 349

（356

）.

（
61
）　LV

erfG SchlH
, N

ordÖ
R 2025, 349

（359

）.

（
62
）　LV

erfG SchlH
, N

ordÖ
R 2025, 349

（358f.

）.

（
63
）　 Ch. Lenz, D

ie Schuldenbrem
se lebt - besonders in den Ländern. N

JW
 2025, S. 1853

（1855

）.

（
64
）　LV

erfG SchlH
, N

ordÖ
R 2025, 349

（358

）.

（
65
）　Sachs, a.a.O

.

（A
nm

. 6‌
） A

rt.104b Rn. 35-38

［Siekm
ann

］.

（
66
）　LV

erfG SchlH
, N

ordÖ
R 2025, 349

（356

）.

（
67
）　LV

erfG SchlH
, N

ordÖ
R 2025, 349

（359f.

）.

（
68
）　LV

erfG SchlH
, N

ordÖ
R 2025, 349
（359f.

）.

（
69
）　LV

erfG SchlH
, N

ordÖ
R 2025, 349

（360
）.

（
70
）　LV

erfG SchlH
, N

ordÖ
R 2025, 349

（360
）.

（
71
）　LV

erfG SchlH
, N

ordÖ
R 2025, 349

（360f.

）.

（
72
）　M

eyer, a.a.O
.

（A
nm

.30

）, S. 1699f.

（
73
）　I. Schm

idt, a.a.O
.

（A
nm

. 21‌

）, S. 1796.

（
74
）　Lenz, a.a.O

.

（A
nm

. 63‌

）, S. 1853.

（
75
）　Lenz, a.a.O

.

（A
nm

. 63‌

）, S. 1855f.

（
76
）　

例
え
ば
国
家
目
標
と
し
て
持
続
可
能
性
と
将
来
世
代
の
利
益
の
考
慮
を
規
定
す
る
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
二
六
ｃ
条
、
世
代
間
公
平
を
共

同
体
秩
序
の
原
則
と
し
て
規
定
す
る
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
憲
法
四
一
ｂ
条
な
ど
。

（
77
）　 Becker, a.a.O

.

（A
nm

. 6‌

）, S. 649f.
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（
78
）　H

. M
eyer, D

efizite und notw
endige strukturelle Sicherungen kom

m
unaler Finanzausstattung. N

V
w

Z 2025, S. 
793

（798

）.




